
 ◆ 勝山市ジオターミナルの設置及び管理
に関する条例の廃止について

 ◆ 財産の処分について
　ジオターミナルについて、県立恐竜博物館リ
ニューアルオープンや北陸新幹線開通を間近に
控え、観光客の増加が見込まれる中、指定管理
者の勝山市観光まちづくり株式会社（以下、ま
ちづくり会社）が施設を一体的に管理すること
で、まちなかへの観光誘客のための長期的な視
野に立った設備投資や効率的な施設運営、人員
配置が期待できるとして、勝山市は、ジオター
ミナルの市所有分の建物をまちづくり会社に無
償譲渡したいとの説明がありました。
　委員会当初は、これまでまちづくり会社が実
施してきた観光誘客事業に対して多くの厳しい

指摘があり、両議案に対して否定的な意見が多
く出されました。
　その後、委員会での議論が進み、新体制となっ
たまちづくり会社に今後の活躍を期待する意見
もあり、採決の結果、原案が可決されました。

 ◆ 令和５年度勝山市市有林造成事業
 　 特別会計予算
　委員から、市有林の現状確認や管理に関する
意見があり、理事者から資料提供や状況説明を
受けました。今後、県が令和３年度に実施した
上空からのレーザー測量データの解析を進める
ことで、より詳細な現状把握が可能になるとの
ことです。
　採決の結果、原案が可決されました。

　審査の結果、議案13件について全て可決しま
した。● 建設産業委員会

 ◆ 勝山市役所周辺施設ファシリティマネジ
　 メント（案）について
　市役所、教育会館、市民会館の各施設に配置
する機能を特化・単一化（市役所＝行政機能、
教育会館＝子育て支援機能、市民会館＝市民交
流機能）し、行政業務の効率化と市民サービス
の魅力向上・利便性向上を目指して再編すると
いう案が示されました。
　委員からは、「当初予算議決から約1年経
ち、初めて案を提示するのは議会軽視ではない
か」、「利用者の意見を聞いているのか」、
「場当たり的な計画案ではなく、将来を見据え
た都市計画として考えるべき」等の意見が出さ
れました。
　理事者からは、今回はたたき台として提示し
ただけで、これで決まったというわけではな
く、今後、議員や利用者等に広く意見を聞き、
公共施設のあり方も含めて計画を進めたい旨の
回答がありました。

　審査の結果、議案23件について全て可決し、陳情
5件のうち2件を趣旨採択、3件を不採択としました。

● 総務文教厚生委員会

常任委員会報告

 ◆ 中学校を高校のグラウンドに建設する
計画を凍結し、中学校のあり方の再検
討を求める陳情書

　委員会において、委員一人ひとりからこの陳情
書に対する意見を丁寧に確認したところ、「これ
まで十分議論はされた」、「早く前に進めてほしい
との地元の意見がある」、「市民の意見をまだ十分
聞いていない」、「行政の説明会の進め方に疑問が
ある」等の意見が出されました。委員同士での討
論も交わされ、採決の結果、不採択となりました。

 ◆ 公立幼稚園および公立保育園の
 　 存続を求める陳情書
　上記の中学校再編計画案に対する陳情書と同
様に、各委員から丁寧に意見を聞き取り、討論
を交わしました。採決の結果、趣旨採択※とな
りました。（２ページ下部参照）
※陳情の願意は理解できるが、実現性の面で確信が
持てない場合に出されることがあります

一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 行政機構のあり方について
● 農業への支援について

その他の質問
・公共施設の整備に関して　・観光振興について
・長尾山総合公園の整備について　・子育て支援について

● 恐竜学部誘致後の準備状況について
● Ｕターン等人口移動に関する調査と勝山市に
　 ついて

　
　
ま
ち
づ
く
り
会
館
の
出
先
機

能
を
強
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
性
を
高
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
正
職
員
の
定
年
延
長
が

始
ま
る
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
対
応
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
会
館
を
市
役
所

の
支
所
機
能
と
し
て
位
置
づ
け
た

出
先
機
関
に
す
る
た
め
に
は
、
広

範
囲
で
多
岐
に
わ
た
る
業
務
レ
ベ

ル
の
確
保
や
施
設
設
備
等
の
課
題

が
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
会
館
で
提

供
で
き
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
は
限

り
が
あ
る
が
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て

幅
広
い
地
域
自
治
の
拠
点
と
な
る

よ
う
機
能
強
化
を
図
り
、
市
民
の

利
便
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
福
祉
・
地
域
防
災
に
重
点
的

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
方
公
務
員
法
や
そ
れ

に
基
づ
く
条
例
等
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
任
期
の

定
め
の
な
い
常
勤
職
員
（
正
職

員
）
の
定
年
の
引
上
げ
が
段
階
的

に
行
わ
れ
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
法
律

や
条
例
等
の
改
正
に
よ
る
影
響
は

な
い
が
、
定
年
引
上
げ
の
動
向
に

合
わ
せ
、
令
和
３
年
度
に
会
計
年

度
任
用
職
員
の
勤
続
可
能
年
齢
を

68
歳
に
引
き
上
げ
る
よ
う
運
用
を

改
正
し
た
。

　
　
収
入
減
少
に
昨
年
よ
り
充
実

し
た
支
援
と
、
機
械
の
維
持
管

理
・
農
舎
や
機
械
の
整
備
更
新
に

市
独
自
の
支
援
を
行
う
べ
き
。

　
ま
た
、
昨
年
の
被
災
農
地
の
復

旧
支
援
状
況
と
今
後
の
見
込
み
を

伺
う
。

　
　
令
和
５
年
度
の
農
業
者
等
へ

の
燃
料
・
肥
料
・
資
材
等
高
騰
の

支
援
対
策
は
、
燃
料
等
の
価
格
上

昇
率
と
、
国
や
県
の
６
月
補
正
な

ど
支
援
策
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
農
舎
や
機
械
の
整
備
更
新
へ
の

支
援
は
、
国
や
県
の
補
助
事
業
が

な
い
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
集
落

機
能
維
持
に
つ
な
が
る
集
落
単
位

で
の
営
農
継
続
の
重
要
性
か
ら
、

市
単
独
補
助
が
可
能
か
研
究
し
、

営
農
継
続
へ
の
支
援
制
度
の
創
設

を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
昨
年
の
被
災
農
地
の
復
旧
支
援

状
況
と
し
て
は
、
復
旧
を
妨
げ
な

い
た
め
に
地
元
負
担
を
求
め
な
い

方
針
と
し
て
い
る
。

　
災
害
復
旧
工
事
は
、
降
雪
期
で

も
工
事
可
能
な
箇
所
か
ら
進
め
て

い
た
が
、
降
雪
期
も
終
わ
り
、
さ

ら
に
工
事
の
進
捗
を
進
め
た
い
。

順
調
に
進
め
ば
、
令
和
５
年
度
中

に
は
復
旧
完
了
の
予
定
。

　
　
誘
致
が
成
立
し
、
令
和
７
年

度
よ
り
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

随
時
、
勝
山
の
学
部
に
学
生
が

入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
知
事

か
ら
の
要
望
と
あ
わ
せ
て
、
学
費

取
得
や
大
学
卒
業
後
の
「
雇
用
体

制
」「
世
代
が
楽
し
め
る
物
の
創

出
」「
定
住
化
」
に
向
け
た
取
り

組
み
を
即
座
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
準
備
状
況
を

伺
う
。

　
　
市
内
観
光
事
業
者
等
と
連
携

し
た
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
確
保
や
魅

力
的
な
住
環
境
の
整
備
な
ど
様
々

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
県
立
大
学
に
よ
る
令
和
６
年
秋

の
学
生
募
集
時
に
は
、
勝
山
市
内

の
衣
食
住
環
境
、
各
種
学
生
支
援

制
度
等
が
本
学
部
志
望
の
学
生
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
庁
内
横
断
的

に
学
生
や
教
職
員
の
受
け
入
れ
準

備
を
進
め
て
い
く
。

　
今
回
の
勝
山
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

は
、
こ
れ
ま
で
一
方
的
に
市
外
流

出
が
続
い
て
い
た
18
歳
人
口
を
市

内
へ
流
入
・
定
着
に
つ
な
げ
る

チ
ャ
ン
ス
。
学
生
の
卒
業
後
の
定

着
に
は
、
新
規
企
業
誘
致
や
地
元

企
業
拡
大
支
援
、
観
光
の
産
業
化

等
を
進
め
、
卒
業
生
と
企
業
と
の

ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
２
０
２
１
年
の
「
47
都
道
府

県
の
寛
容
と
幸
福
、
人
口
移
動
に

関
す
る
調
査
」
で
、
福
井
県
は
家

族
の
あ
り
方
45
位
、
変
化
の
受
容

36
位
等
を
合
わ
せ
、
寛
容
性
指
標

は
全
国
37
位
と
な
っ
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ビ
の
調
査
で
も
、
若
者
は
地

域
に
押
し
付
け
ら
れ
る
の
を
嫌
う

傾
向
が
あ
り
、
勝
山
市
に
お
い
て

は
、
①
他
を
覚
え
よ
う
と
し
な
い

市
民
性
、
②
他
力
本
願
、
③
や
る

気
を
削
ぐ
、
こ
れ
ら
の
行
動
を
地

域
の
大
人
が
行
っ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。

　
〝
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
供
が
変

わ
る
〞
県
の
方
針
に
合
わ
せ
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
転
入
者
が
安
心
し
て
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
、
地

域
住
民
が
自
由
に
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
に
こ
に

こ
地
域
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る
財

政
的
支
援
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
強
化
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
環
境
を
整
え
な
が

ら
、
県
外
・
市
外
で
活
躍
す
る
人

材
の
招
聘
に
よ
る
世
代
間
交
流
や

異
業
種
交
流
を
活
性
化
し
、
地
域

住
民
と
と
も
に
地
域
課
題
の
解
決

等
に
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
よ

う
な
関
係
人
口
の
創
出
、
そ
の
先

の
移
住
・
定
住
に
繋
げ
た
い
。

松
本
聖
司
郎
議
員

 

新
風
会
・
公
明

帰
山
寿
憲
議
員

 

市
政
会

３ 議会だより  かつやま ８７号（２０２３年４月） １２議会だより  かつやま ８７号（２０２３年４月）


